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道路防雪林の防雪機能に関する検討 (第 1報 )

廣瀬 哲司、福澤 義文、加治屋安彦 (北海道開発局開発土木研究所 )

1. はしめに

積雪寒冷地での吹雪 。地吹雪による視程障害や吹きたまりといつた厳 しい冬期道路環境は、

交通事故や交通止めの原因の 1つ となっている。このため、視程障害緩和や吹きたまり防止の

ため従来から防雪林、防雪相、防雪切土等の対策施設が行われてきた。

道路防雪林は、防雪効果のほか環境や景観に優れてることから、北海道内の一般国道の約 5

0カ所で整備あるいは造成中である。その整備延長は約 43Km余 りに及び、そのほとんどが

10～ 30mあ るいはそれ以上の林帯幅で造成されているい。

しか し、コス ト縮減や市衝地近郊などでは 10m以上の林帯幅を持つことは困難となつてき

ていることから、限 られた道路用地内での設置が課題 となつている。

道路防雪林の整備は、「道路吹雪対策マニュアル (案 )防雪林編」等に基づいて行われてい

るが、 10m未 満の狭い林帯幅の防雪林 (狭帯防雪林)の記述はなく、その防雪効果は十分に

解明されていないのが現状である。

本報告は、狭帯防雪林を有効に活用するために問伐材を利用 した狭帯防雪林の実験を行い、

主として視程障害緩和効果についての解析結果を報告する。

2 狭帯防雷林の実験方法

実験場所は、一般国道337号 当別バイパスの道路用地内で当別町市街地から3k皿ほど南方に

位置 した、周辺が平坦な畑地または水田が広がる箇所である。実験に用いた狭帯防雪林の概要

は次の通 りである。なお、間伐材の林帯 1列植えを 1条林、 2列植えを 2条林、 3列植えを3

条林と言う (以下同様 )。

狭帯防雪林は、図 2の

ように配置 した。樹種は

エゾマ ツの間伐材で、予

め打ち込んだ木杭 に固定

した。樹高は、ば らつ き

もあ り有効高約3.Omと し

た (図 1,写真 1)。

観測は、 1998年 度冬

期 に次の観測 を行 つた。

(1)現 地気象観測 :一般場

の視程・風 向風速 と各

防雪林風下側の視程

(2)移 動気象観測 :移 動気

象観測車を用いた林帯

風下側の視程・風速の

縦断分布

写真 -1狭 帯防雪林の設置状況

(3)風速の横断観測 :防雪林横断方向の風速分布

ゝ

図-2狭 帯防雪林の配置
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(4)吹雪量の横断観測 :防雪林横断方向の吹雪量分布及び積雪分布

移動気象観測は、移動観測車を用いた。前バンパー上に取 り付けた架台上部に視程計、同下

部に路面温度を測定する放射温度計、屋根上に風向風速計と温度計を、車内には前方視界を録

画するビデオカメラシステムとデータ処理用のコンピユータを装備している。

3.実験結果

3.1現 地気象観測

現地観測における観測期間中の風速階級別風配図

を図 3に示す。1999年 1月 ～ 3月 の観測期間で風向

出現頻度が最も高いのは西北西で、ついで西・南南

東・北西・東北東・南東の順となつている。吹雪発

生の一つの目安である風速 5m/s以 上の風速出現頻

度は、全体の27.6%を 占め、その多 くは西～北西の

風向に集中している。

試験防雪林は80度か ら260度 の方向に伸びている

ので、北西の風 (315± 11.3度 )は試験防雪林に対

して54～ 76度 で交差することになる。試験防雪林に対してほぼ直交する北北西の風の出現率は

北西の1/2に 満たないが、風速は比較的大きく5肛/s以上が半数以上を占める。ここでは、主に

出現頻度の多かった北西の風及び林帯と直交する北北西の風に着目して検討を進めた。

図 4視 程階級別出現率
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図 3 現地観測 の風配図

3.2移 動気象観測

移動気象観測は、視程障害が生 じるような強風や降雪

がある気象条件のときに、狭帯防雪林の区間に観測車を

走 らせて、防雪林に並行する縦断方向の風速や視程の分

布を観測 した。

移動観測はのべ 9日 間70回 に及び、そのうち防雪林の

効果に関係する風向として北西と北北西の場合44ケース

(Run)を 選んで、防雪林整備区間と整備区間外 (林の外

側)と の比較をした。

移動観測による視程 と風速の観測結果は、図 4の視程

階級毎の出現率を見ると、 1条林で200～ 300mの 出現率

が小さくなつているが、 1条・ 2条林では林の外側 とほ

とんど変わ らない。 3条林については150m以 上の階級で

林の外側よりも出現率が小さくなつていて視程障害が緩

和されているのがわかる。逆に150m未満の階級で出現

率が大きくなつていることから本実験仕様の 3条林では

視程150m程度が視程障害緩和の限界のように見られる。

図 5の風速の頻度分布では、林の外側では8～ 9■ /sに

ピークがあつたものが、 1条林ではピークの位置は変わ

らないものの小さい値の方に出現分布が増えている。ま

た 2条林では7～ 8m/sに 、 3条林では6～ 7■/sと いうよう

に、順に風速分布のピークが小さい方に移動し、条数が

■
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図 5 風速階級別出現率
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増えるにつれ風速減少の傾向は強まつている。

3.3 風速の横断観測

風速横断観測結果のうちで比較的風速が大きい (5m/s前後以上の)事例を選び、道路上で計

つた観測風向によって分類 した結果の一例を示す。観測高度は雪面から1.2mで ある。図中の

狭帯防雪林の林帯位置は、OHで ある。風速比は、防雪林風上側の-10H(H:防 雪林の高さ、

以下同じ)の位置での風速値に対する比を示す。水平距離は、林高の倍数で表す。 2条林 と 3

条林の場合では、負の距離は最も風上側の樹列からの距離を表 し、正の距離は最も風下側の樹

列からの距離を表す。道路の位置はおおよそ 3H(風 上側路肩)と 5H(風 下側路肩)の 間に

当たる。

風向が「 北西 と北北西」の場合 (図 6)

は、道路上では北の場合 と違い風上側路

肩 3Hで 風が弱 まつていて極 小域 となつ

ている。 5Hは 極大域 になつて 5Hか ら

は次第に減少 している。風速比の最小値

では、 3条林が比較的減風効果が高いこ

とを示 している。 また、減風効果は、条

数に関わ らず風下側 10Hま で及んでい

る事がわかる。
風速 と横断分布 (北 西、北北西 )

3.4 吹雪量の横断観測

狭帯防雪林の方向に対 して直交するよ

うな風向 (北北西)の場合の横断方向の

吹雪量の分布を図 7に 示す。このときの

風速は約9m/sで あった。

道路の風上側路肩 (3H)で の吹雪量

は 2条林 と3条林で少ない。 1条林 と2

条林では風下側路肩 (5H)で の吹雪量

が多いが、 3条林では吹雪量の変化は小

さ く風上側 とあま り変わ らない。 1条林

では吹雪量が防雪林背後 (風 上側)で 少な く

条林では道路両側において吹雪量が少な く、

られる。

鵬
⇒

“`0●
●巨ロ

図 7 吹雪量の分布 (北 北 西 )

なっているが道路上で多 くな り変動が大 きい。 3

防雪林による視程緩和効果 (吹雪量の減少)が見

4.ま とめ

4.1 狭帯防雪林の防雪効果

今回の観測結果から、林帯幅の狭い狭帯防雪林の視程障害緩和効果と吹きたまり防止効果に

ついて以下に述べる。

4.1.1 視程障害緩和効果

移動観測車による視程の観測結果によると、 1条・ 2条林では視程障害緩和効果が顕著でな

かつた。 3条防雪林は、視程障害が極端に大きいケースをの除いて、視程が100～ 150m程度よ
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り大きな場合は視程障害緩和の効果が現れていることがわかつた。

風速については、移動観測によれば地上 3m付近の風については1～ 3条林の条数に関わ らず

減少効果が認められ、横断観測による地上1～ 1.5m付近の観測でも風向によって風が弱まる位

置が多少異なるが、いずれも道路上で風速の極小域となり、風速を減少させる効果が見られた。

4 1.2 吹きたまり防止効果

1条・ 2条・ 3条林による吹きたまりの形状や位置がやや異なるものの,いずれも道路上の

周辺に吹きたまつていて,今回実験 した狭林帯防雪林による吹きたまり防止効果は余 り期待で

きない結果を得た。

吹きたまり防止効果を高めるには狭帯防雪林の①枝葉密度を大きくする,②樹高を上げる,

③植栽間隔をさらに密にする,な どのことを行う必要がある。また、樹木の生育に伴つて枝葉

密度が増大し,空隙率が小さくなることで吹きたまり防止効果が高まることが期待できる。

4_1.3 適用条件の検討

実験地点の気象状況の特徴は,北海道の内陸部としては強風の頻発地域である.加えて,実

験を行つた平成10年度は降雪量が多く,積雪深も例年に比較 して目立つて多かったことから,

試験樹木が積雪でかなり埋没した状態で試験を行わざるを得なかつた .

このような厳 しい気象,試験状況を考慮して本実験での狭林帯防雪林での適用が可能と考え

られる気象条件は,

(1)視程150■を下回る吹雪頻度の少ない地域

(2)一 冬期の吹雪量の比較的少ない地域

(3)積 雪深の少ない地域

などが考えられる。

狭帯防雪林は、気象条件・植栽方法・樹木規模などの条件によっては、視程障害緩和を主目

的とした防雪対策となりうると考えている。

5 今後の課題

今後は、狭帯防雪林の樹高や植栽配置の違いによる防雪機能に関する調査検討を、気象条件

の異なる箇所などで引き続き行つていきたいと考えている。

なお、本研究を進めるにあたり日本気象協会北海道本部の関係各位には貴重な意見を頂き、

ここに記 して謝意を表す。
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